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文 法誤 りの 自動検 出 ・訂正 システムは，第二言語学習者 に とって貴重であ る．学習

者 が書 いた文 の誤 り箇所 と誤 りタイ プを教 えて くれ るシステム を開発す るには，大

規模 な学習者 デー タとそれ にアノテー トされた誤 り情 報 が必要 とな る．誤 りのア ノ

テー シ ョン とは別 に，様 々な言語情報 ，例 えば，形態素 ，構文 ，意味な どが学習 の

ための素性 として必要 であ る．言語資源 が豊 かでない言語 について は，そ のよ うな

デー タを得 るこ とが難 しい． さ らに，学習者 のデー タは紙媒体 の ままで あるこ とが

多 く， それ らを利用す るに は機械 可読 になる ように電 子化 する必要 があ るが， それ

には高い コス トが発生 する． したが って，言語 資源が豊 かでない言語，例 えばイ ン

ドネシア語 に対 して ，大規模 な アノテーシ ョン済みデー タを 自動 的 に得 る方法 を探

る ことは挑戦 的な問題 であ る．

本論文 で は， イ ン ドネシ ア語の学習者 の誤 り訂正 コーパ スの構築 と前置詞の誤 り

訂正 に関す る研究 を報 告す る． コーパ ス構築 について は，言語学習者 の相互添削サ

イ トLang－8上 のイ ン ドネシア語 の作文 とその訂正文 のア ラインメ ン トを行 うことで

誤 り訂正 済みの コーパ スを構築 した．誤 り訂正 の 自動 化 に向けて ，対 象 とす るイン

ドネ シア語 の特性 を考 え，依存構 造 に基づ くア ノテー シ ョン法 の提案 を行 った． イ

ン ドネ シア語 の依存構 造 アノテー シ ョン法 を提案 す るとともに， そのア ノテー シ ョ

ンを施 したデー タを作成 し，機械 学習 に基づ く依存構造 解析器 を構成 した．構 築 さ

れた コーパ ス は小規模 なが ら，前置詞の誤 り訂正 のモデル を学習 する 目的で は，十

分な性能 を達成で きる ことを示 した．

誤 り訂正 タス クにおいて は，母 語話者 による作文 に人 工的 に誤 りを挿 入す るこ と

で人工的 な学習デー タを構築 す るこ とが可能で あるが，我 々が構築 した真 の誤 り訂

正 コーパ ス を利用す る ことによ り，大規模 な人工 デー タよ りも誤 り訂正能力 が高い

学習器 を構成 す るこ とがで きるこ とを示 した． ～

次 に， デー タ量 の不足 を補 うため，有 用 な人工 的学習 デー タを構築す るための新

しい2つ の手 法 を提 案 した． いず れ も言語 には依存 しない手法 で ある．一つ 目は，

学習者 デー タか ら収集 した前置詞誤 りの候補集合 に基 づいて人工的 な誤 りを生成 し，

さらに開発 セ ッ トを利用 して有効 でない事例 を削除す る方法で ある．二 つ 目は，母

語話者 が書 いた文 の前置詞 を， それ に近 い文 に現れ る別 の前置詞で置 き換 える こと

に よって誤 りデー タを生成す る方法であ る． これ らの人工 的な学習デ ー タを用 いて

機械 学習 による前置詞の誤 り訂正 実験 を行 うことによ り，提案 す る人工 デー タ構築

手法 が，少 ない学 習デー タでも精 度の高い誤 り訂正能力 をもつ こ とを示 した．



氏 名 BudiIrmawati

（論文審査結果の要 旨）

平成28年8月2日 に開催 した公聴会の結果を参考に平成29年5月31日 に本博士

論文の審査 を行 った．以下の とお り，本博士論文は，提案者が独立 した研究者 とし

て，研究活動を続 けてい くための十分な素養 を備 えていることを示すもの と認める．

BudiIrmawatiは ，本博士論文 において，イ ン ドネシア語学習者の前置詞誤 りの

自動訂正を目指 し，言語学習者の誤 り訂正 コーパスの構築 と，機械学習に効果的な

人工的な学習デー タの構築方法の提案 を行 った．本論文の貢献 は以下の ようにまと

めることがで きる．

1．言語学 習者 の相 互 添削 サ イ トLang－8の イ ン ドネ シア語 のデー タの学 習者 の作

文 とその訂正 文 の 自動 ア ライ ンメ ン トを行 うこ とによ り，機 械学 習 に利 用可能

な学 習者 誤 り訂 正 コーパ ス を構 築 し， 一般 公開 した ．

2．イン ドネシア語の依存構造解析済み コーパスを構築 し，機械学習によってイン

ドネシア語の依存構造解析 システムを開発 し，それを利用することによって前

置詞誤 りに有効な素性抽出が可能であることを示 した．

3．母 語 話 者 の デー タ に ラ ンダム に誤 りを発 生 させ る こ とに よって人 工 的 な誤 り

デー タ を構成 す る こ とが可能で あ るが，単純 な人 工誤 りデー タを用 いた学習 シ

ス テム の能力 に限界 が ある こ とを示 した．

4．人工的な誤 りデータを構成するための新 しい2つ の手法 を提案 した．特に，学

習者 の誤 り傾向に基づ く人工誤 りの生成 と，生成 されたデータの有効性 を客観

的に確認する手法によって得 られ るデー タが少量であっても機械学習に有効に

働 くことを実験 によ り示 した．

言語学習者の作文の前置詞誤 りの自動訂正のための学習データ構築法法を提案 し

た本研究は，言語 に依存 しない手法 とい う意味で汎用性 があ り，かつ，実用 的であ

る． したがって， 自然言語処理の分野 において高い貢献があると評価する．

よって，本論文は，博士 （工学）の学位論文 として価値 あるもの と認める．


